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安全上のご注意 

 

設置・運転・保守・点検の前に必ずこの取扱説明書をすべて熟読し、正しく使用して下さ

い。機器の知識、安全の情報そして注意事項のすべてについて習熟してから使用して下さい。 

取扱い説明書は必要な時にすぐ見られるよう、大切に保管してください。 

この取扱説明書では、安全注意事項を無視して誤った使用をした時に生じる危害や損害の

ランクを「危険」「注意」として区分してあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、     注意  に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結びつく可能

性があります。いずれも重要な内容を記載していますので必ず守って下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

危険 
取扱を誤った場合に、死亡又は重傷を受ける可能性が想

定され、かつ危険発生時の警告の緊急性が高い場合。 ： 

◆設置・環境 

注意 
●金属などの不燃物に取付けて下さい。火災の恐れがあります。 

●可燃物を近くに置かないで下さい。火災の恐れがあります。 

●金属片などの異物を侵入させないで下さい。火災の恐れがあります。 

●据付けはコントローラの重量に耐えるところに設置して下さい。落下によるけがの恐れがあり

ます。 

●作業場は十分に明るくし、きれいに保って下さい。けがを招く恐れがあります。 

●作業時にはダブダブの服やネックレス等の装身具は着用せず、作業にふさわしい服装で行って

下さい。また、長髪が工具にかからないようにゴムなどでくくり、帽子などの保護用覆いを着

用して下さい。けがの恐れがあります。 

●地震発生時等、設置・据付けが原因で人身事故などが起こらないように、確実に設置・据付を

行ってください。 

注意 
取扱を誤った場合に、危険な状況が起こりえて、中程度

の傷害や軽傷を受ける可能性が想定される場合及び物的

損害のみの発生が想定される場合。 

： 
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危険 
◆配線 

●アース端子は必ず接地して下さい。感電・火災の恐れがあります。 

●必ずコントローラを据付けてから配線して下さい。感電・火災の恐れがあります。 

●配線作業は電気工事の専門家が行って下さい。感電・火災の恐れがあります。 

●コントローラの定格電圧と交流電源が一致していることを確認して下さい。けが・火災の恐

れがあります。 

注意 

危険 

◆操作・運転 

●電源の投入及び遮断は、必ず作業者自身が周囲の安全性の確保をした上で行って下さい。けが

の恐れがあります。 

●濡れた手でスイッチを操作しないで下さい。感電の恐れがあります。 

●コントローラに通電中はツールが停止中でもコントローラの端子に触れないで下さい。感電の

恐れがあります。 

●コードは傷つけたり、無理なストレスをかけたり、重いものをのせたり、挟み込んだりしない

ようにして下さい。感電の恐れがあります。 

●使用しないときは電源を遮断（ＯＦＦ）して下さい。 

 

●配線は正しく確実に行って下さい。けが・火災の恐れがあります。 

●端子台には必ずＹ型圧着端子または丸型圧着端子を使用し配線を行って下さい。感電・火災の

恐れがあります。 

●ＳＥＬＶ回路以外は接続しないで下さい。 

●入力電源の遮断（ＯＦＦ）を確認してから配線を行って下さい。感電・火災の恐れがあります。 
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注意 
●運転は指示にある設定範囲を超えないように設定して下さい。けが・やけどの恐れがあります。 

●操作時は正しい足場、環境で行って下さい。無理な姿勢での作業は大変危険です。 

●作業は十分注意して行って下さい。軽率・非常識な行動および疲れているときの使用・長時間

の連続作業は避けて下さい。けがや疾病などの原因となります。 

 

◆保守・点検 

危険 
●点検・交換は入力電源を遮断してから行って下さい。また必ず電源からプラグを抜いて下さい。

感電の恐れがあります。 

●専門家以外は、保守・点検をしないで下さい。作業前に金属物（時計・指輪など）を外してく

ださい。定期的にコードの検査を行い、損傷があれば専門知識のある作業者が修理・交換を  

行って下さい。作業は絶縁対策工具を使用して下さい。感電・けがの恐れがあります。 

●分解修理は弊社または弊社指定以外で行わないで下さい。感電・けが・火災の恐れがあります。 

◆廃棄 

危険 
●絶対改造しないで下さい。感電・けが・火災の恐れがあります。 

●異常を感じたときは直ちに使用を中止し、電源を遮断して下さい。 

●廃棄する場合は、産業廃棄物として処理して下さい。 

◆その他 

注意 
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●取扱説明書の本文に記載されている全ての図解は、細部を説明する為に安全の為の遮

蔽物を取り外した状態で書かれている場合があります。製品を運転するときは必ず規

定通りの遮蔽物を元通りに戻し、取扱説明書に従って運転して下さい。 

●作業関係者以外は近づけないで下さい。 

 

 

 

 

一般的注意 

免責事項 
●本取扱説明書の内容は将来予告なしに変更する場合があります。 
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概略 

 

はじめに 

締付本数管理システムＵＴＭ－１５００は、エアツールを使用した時に生じるエアモータ内の圧力差

を検知して、締付けたネジの本数を正確にカウントダウンします。 

締め忘れ、締め不足を表示とブザーで知らせる事により、確実な締付を実現する締付本数管理システ

ムコントローラです。 

 

 

特長 

●オイルパルスレンチ、電動シャットオフツールなどに接続して使用します。 

（使用するエアツールは背圧検知のためＴＭ型が必要です。） 

●締付本数をカウントダウンし、表示とブザーにより締め忘れ、締め不足を防止します。 

●コントローラの設定を、前面キースイッチ又はパソコンにより簡単に行う事ができます。 

 

 

機能 

●自動設定機能により圧力値の設定が容易です。 

●締付確認音、キー確認音、ＮＯＫブザーそれぞれブザー音量調節が可能です。 

●締付本数の異なる４種類のワークをカバーするワークセレクト機能を内蔵しています 

●外部入出力端子（フリーフォーマット）の利用により、ラインとのインターロックが可能です。 

●パソコンの接続により設定値の送受信及び締付データ、波形データ、メモリデータ、総締付本数の

受信ができます。（外付け圧力センサの使用により総締付パルス数の受信も可能です） 

●エアシャットオフツールを使用する場合は、締付時間の計測が可能です。 

●サイクルカウント、累積パルス数（外付け圧力センサの使用が必要）によるツール管理が可能です。 

●自己診断機能 

本体の電源投入時に本体内部で自己診断を行います。 

自己診断中はＬＣＤ２行目に本体ソフトのバージョン表示を行います。 

 

 

 

 

 

●メモリ機能 

最大１５００件の締付データ（締付時間・判定）を記憶します。 
●端子台配線診断機能 

端子台の配線が正常か確認する為、及び端子台が正常に動作するか確認する為の機能です。本体の

「WIRING DIAGNOSIS 画面」又は設定用ソフトの「入出力チェック画面」や「入出力モニタ画面」

にて端子の強制出力や入出力のモニタが可能です。 

●ゼロ点補正 

圧力センサに圧力が掛かっていない状態でもセンサからの出力電圧が０Ｖから若干ずれている場合

がありますので、圧力が掛かっていない状態の出力電圧を 0.0Mpaと記憶します。 

操作手順 

・ ＋ を押す。 
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●設定値初期化 

設定値の初期化及びメモリデータの消去を行い出荷状態にします。 

操作手順 

・ ＋ を押しながら電源を投入する。 

●７セグ、ＬＣＤ、表示ランプテスト 

７セグメント、表示ランプが全て点灯。７セグは「 . .」、ＬＣＤが黒塗り状態となります。 

操作手順 

・ を押しながら電源を投入する。 

●モニタモード 

本体ソフトバージョンＶ１．２３以降からモニタモードが追加され、プログラムモードに入らなく

ても設定値のモニタや入出力のモニタが可能となりましたので、ツールを使用したまま設定値の確

認や、ラインとの入出力のモニタを行う事が出来る様になりました。 

動作モードにて を押す（３秒未満）とモニタモードに入ります。 

●締め付け中断異常 

本体ソフトＶ１．２５以降から締め付け中断異常の検出が可能となりました。 

ツールが自動で停止する前に何らかの理由により起動レバーを放し締め付けを中断した場合に異常

を検出することができます。 

 

ＰＳタイプとＣＮタイプについて 

ＵＴＭ－１５００には本体に圧力センサを内蔵したＵＴＭ－１５００（ＰＳ）と圧力センサではな

くコネクタの付いたＵＴＭ－１５００（ＣＮ）の２つのタイプがあります。 

ＰＳ･･･プレッシャーセンサ 

ＣＮ･･･コネクタ 

 

●外観上の違い 

ＰＳタイプには圧力センサが内蔵されている為、リアにエアホースの差込口が付いています。 

ＣＮタイプでは外付け圧力センサを使用する為コネクタが取り付けられています。 

【外観】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＣＮタイプの場合、外付け圧力センサの使用によりパルス数のカウントが可能です。締付時間コン

トロール以外にパルス数コントロールも可能となります。 

（ツールまたはワーク条件等によりパルス数の検出ができない場合があります） 

 

ＵＴＭ－１５００（ＰＳ） ＵＴＭ－１５００（ＣＮ） 
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設置のしかた 

コントローラの設置は、次の点に注意し確実に設置・据付を行ってください。 

 

 

設置場所 

１）雨水や直射日光が当たらない屋内。本機は、防水構造ではありません。 

２）腐食性ガス・引火性ガス・研削液・オイルミスト・鉄粉・切粉などがかからない場所。 

３） 風通しがよく湿気・ゴミ・ホコリの少ない場所。 

４） 振動のない場所。 

５）コントローラに異常が発生した場合、直ちに電源コードを抜く事ができる場所。 

６）汚染度３※の環境で使用する場合は、筐体の中に設置し御使用下さい。 

 

環境条件 

項       目 条       件 

使用場所 屋内使用 

周囲温度 ０ﾟＣ～３６ﾟＣ（凍結なきこと） 

周囲湿度 ９０％ＲＨ以下（結露なきこと） 

保存温度 ０ﾟＣ～５０ﾟＣ（凍結なきこと） 

保存湿度 ９０％ＲＨ以下（結露なきこと） 

振  動 5.6 m/s２以下（１０～６０Ｈｚ） 

標  高 １０００ｍ以下 

過電圧カテゴリー 過電圧カテゴリーⅢ※ 

汚染度 汚染度２※ 

 

 

※･･･ＩＥＣ６０６６４による各製品の過電圧カテゴリ（Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ）及び汚染度（１、２、３）の

分類です。 

 本システムでは上記のように過電圧カテゴリⅢ、汚染度レベル２となります。 

 （注）ＩＥＣ･･･国際電気標準会議 

 

 

 

 

 



 9 

仕様 

項目 内容 

電源電圧 ＡＣ１００-２４０Ｖ 

電源周波数 ５０／６０ Ｈｚ 

消費電流 約０．３Ａ（１００Ｖ時）－０．２Ａ（２４０Ｖ時） 

外径寸法 ２１０（Ｗ）×１００（Ｈ）×２００（Ｄ）mm 

質量 
コネクタタイプ：約２．０６ｋｇ 
圧力センサ内蔵タイプ：約２．０８ｋｇ 

表示 

２桁デジタル表示 
表示内容：カウント残数 （プログラムモード時はＷＯＲＫ №） 

ＬＣＤ２０文字×４行 
表示内容：設定値、圧力値、異常内容、判定、締付時間、パルス数 

ランプ 締付本数判定： ＯＫ（緑）／ＮＯＫ（赤） サイズ１４×１４ 

設定方法 
前面パネルキースイッチ 

パソコン（専用のソフトを使用） 

端子台 
※１ 

２０Ｐ 脱着式（サトーパーツ ＭＬ－１００－ＡＳ－２０） 
［入力６点］（ＩＮ １～６）※接点入力で行って下さい。 
フォトカプラ絶縁による電流駆動入力方式 
電 圧 ： ＤＣ２４Ｖ 
入力抵抗： ４．７ｋΩ 

［出力５点］（ＯＵＴ １～５）※無電圧Ａ接点出力 
リレー出力 
定格負荷： ＤＣ２４Ｖ以下 ２Ａ以下 

［バルブ出力］（ＶＡＬＶＥ端子） 
フォトカプラによる絶縁によるオープンコレクタ方式 
電 圧 ： ＤＣ２４Ｖ 
電 流 ： ０．５Ａ 以下で使用して下さい 

圧力信号入力 
（最大圧力１Mpa） 

※２ 

ＵＴＭ－１５００（ＣＮ）：コネクタタイプ 
背面コネクタにてツールに内蔵した圧力センサと接続し、電源供給、アナロ
グ信号の取り込みを行います。 

ＵＴＭ－１５００（ＰＳ）：圧力センサ内蔵タイプ 
背面の継ぎ手にツールからの信号用エアホースを接続し、本体に内蔵された
圧力センサにより空気圧力信号を電気信号に変換し取り込みます。 

アナログ出力 プラグサイズ：ＪＩＳＣ６５６０（小型単頭プラグφ3.5×15） 

主機能 
締付本数管理           締付時間コントロール 
パルス数コントロール ※３    各種判定 

その他 

コントローラ本体には、圧力センサを組み込んだタイプと、コネクタを組み
込んだタイプがあり、下記の様に呼びます。 
コネクタ組み込みタイプ■：ＵＴＭ－１５００（ＣＮ） 
圧力センサ組み込みタイプ：ＵＴＭ－１５００（ＰＳ） 

※１：接続する回路はＳＥＬＶ回路である事。 

※２：圧力センサへの入力は４φのエアホースを使用し、最大圧力１ＭＰａ以下で御使用下さい。 

※３：パルス数を検出する為には、ツールと圧力センサを接続するＴＭ信号用ホースは３０ｃｍ以内

で使用して下さい。 

空気圧力変動の少ないツール（小型のツールなど）を使用している場合や、ワークなどの条件

によってはパルス数を検出する事ができない場合があります。 
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構成 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定用パソコン 

フロント リア 

シーケンサ，無線受信機，UDP-TAブレーカユニット 

コンセント 

注）２Ｐ変換アダプタ使用

時は必ず接地して下さい。 

センサ 

ケーブル 
４φのエアホースを使用し

て下さい。 

（最大圧力１ＭＰａ以下） 

ツール ＰＳタイプ ＣＮタイプ 

ＲＳ２３２Ｃ 
ストレートケーブル 

URYU 

締

付 
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ツールとの接続 

・ツールから圧力センサ／空電リレーまでのＴＭ信号用のエアホースは出来るだけ短くして下さい。

長過ぎると圧力変動の検知が遅れたり、検知出来なくなる場合があります。（推奨：５ｍ以内） 

・圧力センサとツールとの接続はφ４のエアホースを使用して下さい。 

・締付パルス数の検知を行う場合は、ツールと圧力センサまでのＴＭ信号用のエアホースは３０ｃｍ

以内にして下さい。長くなるとパルス時のエアの脈動を検知する事が出来ません。 

・ＴＭツール又は標準ツールを使用する時、ソレノイドバルブとツール間のエアホースが長い場合や

使用しているカプラの流量が小さいと、ソレノイドバルブが閉じてもホース内の残圧によりツール

が停止するまでの時間が長くなってしまいますのでご注意下さい。 

※設定方法については「設定について」の項を参照して下さい。 

 

（１）シャットオフツール（ＴＭ） 

①ＵＴＭ－１５００（ＣＮ）と外付け圧力センサＣＰを使用する場合 

・外付け圧力センサＣＰは出来るだけツールの近くに取り付けて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②ＵＴＭ－１５００（ＲＡ－ＣＮ）を使用する場合 

・配線はラックのない場合（①の場合）と同じです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

圧力センサケーブルＣＰ（５ｍ） 

（部品コード：910-831-0） 

圧力センサケーブルＣＰ（１０ｍ） 

（部品コード：910-832-0） 

外付け圧力センサＣＰ 

（部品コード：878-845-1） 

ＴＭ信号用エアホース 

コネクタ組み込みタイプ 

ＵＴＭ－１５００（ＣＮ） 

コントローラ後面のコネクタに 

センサケーブルを接続します。 

コネクタ組み込みラック付きタイプ 

ＵＴＭ－１５００（ＲＡ－ＣＮ） 
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③ＵＴＭ－１５００（ＰＳ）を使用する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④空電リレーを使用する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・空電リレーを使用する際はスピコンを取り付けて下さい。 

・本体は（ＣＮ）／（ＰＳ）どちらでも使用できます。 

・入力端子台にＰＳを割り付け空電リレーからの電線を接続して下さい。 

ホース継手 又は 

クイックエキゾースト 

圧力センサ組み込みタイプ 

ＵＴＭ－１５００（ＰＳ） 

ポリウレタンホース 

Ｆ－１５０４ 
（部品コード：935-350-0） 

コントローラ後面の継ぎ手にＴＭ信号用

エアホースを差し込みます。（φ４） 

クイックエキゾースト 

ＡＱ２４０Ｆ－０４－００ 

（部品コード：909-442-0） 

空電リレーＣＰ 

（部品コード：909-851-0） 

スピコン ＡＳ１００Ｆ－０４ 

（部品コード：909-449-0） 

ＵＴＭ－１５００ 

（ＣＮ）又は（ＰＳ） 

ポ リ ウ

レ タ ン

チ ュ ー

ブ：ＴＰ

－４ 

ポリウレタンホース 
Ｆ－１５０４ 

（部品コード：935-350-0） 
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（２）ＴＭ型ツール 

  ①ＵＴＭ－１５００（ＲＡ－ＣＮ）を使用する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②ラックを使用しない場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コネクタ組み込みラック付きタイプ 

ＵＴＭ－１５００（ＲＡ－ＣＮ） 

外付け圧力センサＣＰ 

（部品コード：878-845-1） 

圧力センサケーブルＣＰ（５ｍ） 

（部品コード：910-831-0） 

圧力センサケーブルＣＰ（１０ｍ） 

（部品コード：910-832-0） 

一次側配管へ 
 

＋
２
４
Ｖ

 

０
Ｖ

 ソレノイドバルブＣＰ ＶＰ５４２（Ｒｏ１０） 

（部品コード：909-075-0） 

ポリウレタンホース Ｆ－１５０４ 

（部品コード：935-350-0） 
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（３）標準ツール 

  ①ＵＴＭ－１５００（ＲＡ－ＰＳ）を使用する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②ＵＴＭ－１５００（ＣＮ）を使用する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

圧力センサ組み込みラック付きタイプ 

ＵＴＭ－１５００（ＲＡ－ＰＳ） 

ソレノイドバルブの後より空気圧力信号 

を取り出し、圧力センサに接続します 

ソレノイドバルブＣＰ ＶＰ５４２（Ｒｏ１０） 

（部品コード：909-075-0） 

ソレノイドバルブの後より

空気圧力信号を取り出し 

圧力センサに接続します 

外付け圧力センサＣＰ 

（部品コード：878-845-1） 

圧力センサケーブルＣＰ（５ｍ） 
（部品コード：910-831-0） 

圧力センサケーブルＣＰ（１０ｍ） 

（部品コード：910-832-0） 
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（４）電動シャットオフツール 

電動ツールのシャットオフ信号をＱＬに割り付けた端子へ入力する事により電動シャットオフツール

の本数管理を行う事ができます。 

ＱＬ１～ＱＬ２端子を使用する事によりツールを４台まで同時使用でき、それぞれに締付本数の設定

を行う事ができます。（本体バージョンＶ１．３０以降にて対応） 

 

①ＵＤＰ－ＴＡを使用する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②ＵＢＸ－Ｔ（ＲＦ）（ＲＦ８）（Ｚ）／ＢＰ－Ｔ（ＲＦ）（ＲＦ８）を使用する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 ブレーカユニット端子台【TM（C）】 －－ UTM-1500端子台（QL：IN4)※ 

 ブレーカユニット端子台【TM（E）】 －－ UTM-1500端子台（ＩＮ COM(-)） 

 設定トルクに達すると、作動軸を介して、ツールに CUT 信号が ONされ、 

 ツールよりフォトカプラを介してオープンコレクタ出力されます。 

ブレーカユニット（裏面） 

ＱＬ又はＱＬ１～ＱＬ４へ 

IN COM（-）へ 

URYU 

瓜生製 ZigBee 親機 UZig01 

（１台の親機でツール４台分 

の信号を受信可能です） 

ヘルツ電子製受信機 TW-510R_R2 

（TW-510RD_R2,TW-510RW_R2, 

TW-510RDW_R2 も使用可能です） 

ＩＮ ＣＯＭ（－）端子及びＱＬ又は 
ＱＬ１～ＱＬ４に割り付けた端子へ 
接続してください。 

締

付 

ヘルツ電子製受信機 TW-800R 
(TW-800R-EXP，TW-800R-EXS 

も使用可能です) 
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外観説明 

 

（１）フロント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①電源スイッチ 

｜：ＯＮ 

○：ＯＦＦ 

 

②電源確認用ランプ（緑） 

電源スイッチをＯＮすると緑色ＬＥＤが点灯します。 

 

③ブザー 

締め付け確認音、ＮＯＫ音、キー確認音それぞれの音量を設定する事が可能です。 

 

④判定用ランプ 

カウントＯＫ■■：ＯＫランプ点灯 

カウントＮＯＫ■：ＮＯＫランプ点灯 

締め付けＯＫ■■：点灯せず 

締め付けＮＯＫ■：ＮＯＫランプ点滅 

プログラムモード時：ＯＫ・ＮＯＫランプ相互点灯 

 

⑤２桁７セグメントＬＥＤ 

締め付け残数表示 

（ＭＥＮＵ画面にてＷＯＲＫ№毎の設定を行っている場合は、ＷＯＲＫ№を表示します。） 

 

１ 

２ 

３ 

５ 

４ 

６ 

７ 
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⑥ＬＣＤ（２０桁×４行） 

 

 

 

 

 

 

【測定時】 

１行目：選択されているＷＯＲＫ № 

２行目：Ｐ１、Ｐ２モニタ表示。打撃開始やシャットオフなどを検知しているか表示を行い

ます。検知していない場合○、検知している場合●で表示します。 

ＴＯＯＬ ＴＹＰＥ 

ＳＨＵＴ－ＯＦＦ 

（ＵＡＴなどシャット■ 

■オフツールのＴＭ型） 

ＴＭ 

（ノンシャットの■ 

ＴＭ型ツール） 

ＮＯＮ－ＳＨＵＴ 

（標準ツール） 

Ｐ１ 
ＢＬＯＷ ＳＴＡＲＴ 

打撃開始 

ＬＥＶＥＲ ＯＮ 

レバーＯＮ 

Ｐ２ 
ＳＨＵＴ－ＯＦＦ 

シャットオフ 

ＢＬＯＷ ＳＴＡＲＴ 

打撃開始 

Ｐ１：打撃開始圧力検知モニタ 

Ｐ２：シャットオフ圧力検知モニタ 

３行目：圧力値のモニタ 

４行目：「判定」締付に関する判定（ＯＫやＰＬＳ．ＬＯＷ ＮＯＫなど），「締め付け時

間」打撃開始からシャットオフまでの時間，「パルス数」打撃数（ツールや使用条

件によりパルス数を検出する事ができない場合があります）。 

 

⑦キースイッチ（ＭＥＮＵ選択、設定値入力用） 

：カーソルの移動、 

：設定値の増加 

：設定値の減少 

：メニューの選択。動作モードにて３秒以上キーを押し続けるとプログラムモードへ切換、

３秒未満ではモニタモードとなります。ＳＥＴＵＰ画面やＴＩＭＥＲ画面での表示して

いるワーク№の切換（ を押す度にワーク№が１→２→３→４→１…と切換わります）。 

：締付本数、異常のクリア。プログラムモード／モニタモードから動作モードへの切換。 
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（２）リア  ※（ＣＮ）タイプ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①端子台（脱着式） 

 入力端子台への配線は無電圧で入力して下さい。 

 出力端子台への配線はＤＣ２４Ｖ以下で行って下さい。 

配線は必ずＹ型圧着端子又は丸型圧着端子を使用して下さい。 

②センサケーブル接続用コネクタ 

コネクタを圧力センサに交換する事により、UTM-1500(PS)への組み換えも可能です。 

③ＡＮＡＬＯＧ ＯＵＴ 

圧力センサのアナログ信号を出力します。 

0.5 [V]（0.0Mpa 時）～4.5 [V]（1.0Mpa時） 

④ＰＣ接続用コネクタ（D-sub９ピン ソケットタイプ） 

設定用パソコンケーブルを接続します。 

⑤ノイズフィルター 

５－１：電源ケーブル接続用コネクタ 

５－２：ヒューズ 

ヒューズが切れた場合について 

・ヒューズが切れると電源が入らなくなります。ヒューズが切れた場合、内部の部品が破

損している可能性ある為、ヒューズを交換せず修理に出される事をお勧め致します。 

 

１ 

３ 

４ 

２ 

５－２ 

５－１ 

５ 
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設定について  

 

 

電源を投入すると自己診断機能が働きます。自己診断にて異常がなければ動作モードとなります。動

作モードで を３秒以上押し続けるとＭＥＮＵ画面に入りプログラムモードとなります。プログラ

ムモードに入ると設定値の変更を行う事が出来る様になります。ＴＭツールや標準ツールを使用して

いる場合、プログラムモード中はツールをコントロールする事ができない為、バルブ出力がＯＮ状態

となりツールを使用する事が出来なくなります。 

にて動作モードに戻ります。 

プログラムモード中はＪＵＤＧＥのＯＫとＮＯＫランプが交互に点灯します。 

動作モードで を押す（３秒未満）とモニタモードとなります。プログラムモードの場合は締め付

け作業ができませんがモニタモードでは締め付け作業中に設定値や端子台入出力状態のモニタを行う

事が出来ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ にて各項目を選択します。 

・選択されている項目は左に「■」が表示されます。 

・ にて選択されている各項目の画面に移ります。 

・ワーク№毎に設定可能な項目では７セグ表示部に選択されているワーク№を表示します。 

・各設定画面内では にてワーク№を切り換える事が出来ます。（表示している設定がワーク№毎

の場合です） 
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ＳＥＴ ＵＰ 

 

各機能の設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＴＯＯＬ（ツール種類） 

初期値：ＳＨＵＴ－ＯＦＦ ＴＹＰＥ 

設定値はＳＨＵＴ－ＯＦＦ ＴＹＰＥ／ＴＭ ＴＹＰＥ／ＮＯＮ－ＳＨＵＴ ＴＹＰＥの中３種類か

ら選択します。 

・ＷＯＲＫ №１～４共通の設定です。 

ＳＨＵＴ－ＯＦＦ ＴＹＰＥ（シャットオフツール） 

・ボルトを締め付けると自動的に停止し、ＴＭ信号が出力します。 

・ＳＨＵＴ－ＯＦＦ ＴＹＰＥを選択した場合、ＯＮ（バルブＯＮタイマ）及びＯＦＦ（バルブＯ

ＦＦタイマ）の初期値は「０」となります。 

ＴＭ ＴＹＰＥ（ノンシャットＴＭ型ツール） 

・締付動作中にＴＭ信号が出力します。自動的には停止しませんのでＵＴＭによる締付時間の制御

が必要です。 

・ＴＭ ＴＹＰＥを選択した場合、バルブＯＮタイマの初期値は「７００」バルブＯＦＦタイマの

初期値は「８００」となります。 

ＮＯＮ－ＳＨＵＴ ＴＹＰＥ（標準ツール） 

・ＴＭ信号が出力しませんのでツール手元圧によりツールの始動打撃開始を検知します。自動的に

停止しませんのでＵＴＭによる締付時間の制御が必要です。 

・標準ツールを選択した場合、ＯＮの初期値は「７００」ＯＦＦの初期値は「８００」となります。 
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ＳＥＮＳＯＲ（圧力センサ入力種類） 
初期値：ＮＯ ＤＩＳＰＬＡＹ 

設定値はＮＯ ＤＩＳＰＬＡＹ／ＤＩＳＰＬＡＹ／ＲＥＬＡＹ ＢＯＸ／ＱＬの４種類から選択しま

す。 

・ＷＯＲＫ №１～４共通の設定です。 

ＮＯ ＤＩＳＰＬＡＹ：専用の外付け圧力センサ又はＰＳタイプ（圧力サンサ内蔵）のコントローラ

を使用している場合に選択します。 

 

 

 

 

 

 

ＤＩＳＰＬＡＹ   ：市販のデジタル圧力センサ※使用しません 

ＲＥＬＡＹ ＢＯＸ ：空電リレーを使用する（圧力センサを使用しない）場合に選択します。空電

リレーからの信号は端子台「ＰＳ」端子に入力して下さい。 

ＱＬ        ：ＱＬレンチや電動シャトオフツールなどを複数台接続して使用する場合に設

定します。最大４台までのカウントが可能です。 

ＱＬを選択しますと設定項目「ＣＯＵＮＴ」が「ＣＯＵＮＴ（ＱＬ１）」に

変化し、ＱＬ１からＱＬ４それぞれに締付本数を設定出来る様になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＮＯ ＤＩＳＰＬＡＹ 

（専用の外付け圧力センサ） 

ＱＬに設定すると、計測画面は下図の様になりＱＬ１～ＱＬ４ 

それぞれの締付残数と判定を表示します。 

ＱＬ１～ＱＬ４に表示されたカウント残数が全て「０」になると 

カウントＯＫとなります。 
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ＢＬＯＷ ＳＴＡＲＴ／ＬＥＶＥＲ ＯＮ［Ｍｐａ］（打撃開始圧力／締付開始圧力） 

・計測を開始する圧力です。 

初期値  シャットオフツール：０．１０ 

ＴＭ型ツール■■■：０．１０ 

標準ツール■■■■：０．５０ 

設定範囲０．００～１．００ 

・シャットオフツールを使用する場合、名称がＢＬＯＷ ＳＴＡＲＴとなりますので、ツールの打撃

を検出できる圧に設定して下さい。 

・ＴＭツール（シャットオフではない）又は、標準ツールを使用する場合、名称がＬＥＶＥＲ ＯＮ

となりますのでツールの無負荷回転を検出できる圧に設定して下さい。 

・ＷＯＲＫ№１～４共通の設定です。 

 

 

ＳＨＵＴ－ＯＦＦ／ＢＬＯＷ ＳＴＡＲＴ ［Ｍｐａ］（シャットオフ圧力／打撃開始圧力） 

初期値  シャットオフツール：０．３０ 

ＴＭ型ツール■■■：０．２０ 

標準ツール■■■■：０．３０ 

設定範囲：０．００～１．００ 

・シャットオフツール使用時は名称がＳＨＵＴ－ＯＦＦとなりますので、ツールからのシャットオフ

信号を検知できる圧に設定して下さい。 

・ＴＭ型又は標準ツール使用時は名称がＢＬＯＷ ＳＴＡＲＴとなります。ツールの打撃を検出でき

る圧に設定して下さい。 

・ＷＯＲＫ№１～４共通の設定です。 

 

 

ＰＵＬＳＥ ＬＶ［Ｍｐａ］（パルス検知用圧力） 

設定範囲：０．０００～１．０００ 

初期値 ：０．０００ 

・パルスを検知する為の設定です。 

・ＰＵＬＳＥ ＬＶ未満のパルスはパルス数にカウントしません。 

・自動設定にて設定を行うか、又はパソコンにて受信した波形を参考に設定して下さい。 

・ＷＯＲＫ№１～４共通の設定です。 

※パルス時の空気圧力変動の少ないツール（小型のツールなど）を使用している場合や、ワークなど

の条件によってはパルスを検出する事ができない場合があります。 

 

ＣＵＴ   ＰＵＬＳＥ Ｎｏ．（カットパルス数） 

設定範囲：０～９９９ 

初期値 ：０ 

・１～９９９に設定している場合、入力されたパルス数が設定しているパルス数に達するとバルブ出

力を行いツールを停止させます。 

・本機能を使用しない場合は０に設定します。 

・ＷＯＲＫ№毎の設定です。（Ｖ１．２０以後。それ以前はＷＯＲＫ１～４共通です） 
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ＵＰＰＥＲ ＰＵＬＳＥ Ｎｏ．（パルス数上限値） 

設定範囲：０～９９９ 

初期値 ：０ 

・パルス数判定用上限値です。パルス数計測値が設定値を上回った場合はパルスＨＩＧＨＮＯＫとな

ります。 

・ＷＯＲＫ№毎の設定です。（Ｖ１．２０以後。それ以前はＷＯＲＫ１～４共通です） 

・０に設定するとパルス数上限の判定を行いません。 

パルスＨＩＧＨＮＯＫ検出時の出力状態 

・ＬＣＤ表示：［Pulse High Error］と締付時間及びパルス数を相互表示します。 

・ブザー：ＯＮ 

・出力端子：ＦＡＳ．ＮＯＫを出力します。 

異常時の解除方法 

・ＥＲＲＯＲ（締付異常時再締付）をＲＥＦＡＳＴＥＮＩＮＧ（再締付開始にて締付ＮＯＫクリア）

に設定している場合は次の締付動作にて異常をクリアします。 

・ＲＥＳＥＴキー又はＲＥＳＥＴ端子を入力する。 

 

 

ＬＯＷ ＰＵＬＳＥ Ｎｏ．（パルス数下限値） 

設定範囲：０～９９９ 

初期値 ：０ 

・パルス数判定用下限値です。パルス数計測値が設定値に達する前にツールがシャットオフした場合

はパルスＬＯＷＮＯＫとなります。 

・ＷＯＲＫ№毎の設定です。（Ｖ１．２０以後。それ以前はＷＯＲＫ１～４共通です） 

・０に設定するとパルス数下限の判定を行いません。 

パルスＬＯＷＮＯＫ検出時の出力状態 

・ＬＣＤ表示：［Pulse Low Error］と締付時間及びパルス数を相互表示します。 

・ブザー：ＯＮ 

・出力端子：ＦＡＳ．ＮＯＫを出力します。 

異常時の解除方法 

・ＥＲＲＯＲ（締付異常時再締付）をＲＥＦＡＳＴＥＮＩＮＧ（再締付開始にて締付ＮＯＫクリア）

に設定している場合は次の締付動作にて異常をクリアします。 

・ＲＥＳＥＴキー又はＲＥＳＥＴ端子を入力する。 

 

 

ＣＯＵＮＴ （締付本数） 

初期値：９９ 

設定範囲：０～９９ 

・締付本数を設定します。 

・ＷＯＲＫ№毎の設定です。 

※設定時は を押す事によりＷＯＲＫ№の選択が可能です。現在選択されているＷＯＲＫ№は２桁

７セグメントＬＥＤに表示されます。 
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Ｌ．ＣＯＮＴ．（ラインコントロール：締付本数カウント動作選択） 

初期値 ＬＳ１ 

・締付本数管理を行う場合の管理方法を選択します。 

・ＷＯＲＫ №１～４共通の設定です。 

・作業区間を設けた場合、作業区間外ではＶＡＬＶＥ出力がＯＮし、ツールが動作不可となります。

（シャットオフツールを使用している場合などでソレノイドバルブを接続していなければツールは

動作可能です） 

・ＱＬ端子入力は、本機能にて設けた作業区間外でも入力を受け付けます。 

 

 

 

ＬＳ１ 

・常時、締め付けカウントダウン可能状態となりリミットスイッチやコンベアからの信号入力によ

り判定を行います。 

ＣＯＵＮＴの設定本数分締め付けを完了すればＣＯＵＮＴ ＯＫとなります。ＬＳ１が入力される

と締め付け本数をクリアし次のワークの締め付け作業が可能となります。 

ＬＳ１入力時にＣＯＵＮＴ設定本数分の締め付けが完了していなければＣＯＵＮＴ ＮＯＫとな

ります。不足分の締め付けを行う事により ＣＯＵＮＴ ＯＫとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークの流れ 

ＬＳ１ 

作業区間 ＮＯＫ処理区間 

判定 

ワーク 
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ＬＳ１・ＬＳ２ 

・締め付け作業範囲を設けます。ＬＳ１の入力により作業開始（締付本数がセットされワークの締

付作業が可能）となります。 

・ＬＳ２の入力までに設定本数分の締め付けが完了していれば作業終了となります。 

・ＬＳ２の入力時に設定本数分の締め付けが完了していなければＣＯＵＮＴ ＮＯＫとなり、ＮＯＫ

処理によりＣＯＵＮＴ ＯＫとなると作業終了になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＬＳ１・ＬＳ３・ＬＳ２ 

・締め付け作業範囲を設けます。ＬＳ１の入力により作業開始（カウントダウン可能状態）とな

ります。ＬＳ３の入力時に設定本数分の締め付けが完了していなければＣＯＵＮＴ ＮＯＫとな

り、ＬＳ２の入力がＯＮまでがＮＯＫ処理区間となります。ＬＳ２の入力により作業終了とな

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワーク 
ワークの流れ 

ＬＳ２ 

作業区間 ＮＯＫ処理区間 

ＬＳ１ 

ワークの流れ 

ＬＳ３ 

作業区間 ＮＯＫ処理区間 

ＬＳ１ ＬＳ２ 

判定 

ワーク 

判定 

作業開始 

作業開始 作業終了 
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ＬＳ１＋ＴＩＭＥＲ 

・ＬＳ１の入力により締め付け作業開始となりライン管理タイマがスタートします。設定本数分の

締め付けが完了するとＣＯＵＮＴ ＯＫとなりＣＯＵＮＴ ＯＫ端子の出力（出力時間はＣＯＵＮ

Ｔ ＯＫ出力タイマにて設定）終了後、次のＬＳ１入力受付可能となります。 

・設定本数分の締め付けが完了する前にライン管理タイマがタイムＵＰするとＣＯＵＮＴ ＮＯＫと

なりＮＯＫ処理によりＣＯＵＮＴ ＯＫとなると作業終了になります。 

・本機能使用時はＣＯＵＮＴ ＯＫ端子の出力保持（設定値「０」）は設定出来ません。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＴＩＭＥＲ 

・リミットスイッチを設置せず、最初の締め付け判定又はＱＬレンチの入力によりライン管理タイ

マをスタートします。 

・設定本数分の締め付けが完了するとＣＯＵＮＴ ＯＫとなりＣＯＵＮＴ ＯＫの出力（出力時間は

ＣＯＵＮＴ ＯＫ出力タイマにて設定）がＯＦＦするとＣＯＵＮＴ残数表示が０から設定本数に戻

り、次のワークの締め付け作業可能となります。（ＯＫランプは次のワークの締付を開始するま

で消灯しません） 

・設定本数分の締め付けが完了する前にライン管理タイマがタイムＵＰするとＣＯＵＮＴ ＮＯＫと

なりＮＯＫ処理によりＣＯＵＮＴ ＯＫとなると作業終了になります。 

・本機能使用時はＣＯＵＮＴ ＯＫ端子の出力保持（設定値「０」）は設定出来ません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークの流れ 

ＮＯＫ処理区間 ライン管理タイマ 

作業区間 

ワークの流れ 

ＮＯＫ処理区間 
ＬＳ１ 

ライン管理タイマ 

作業区間 

警告出力タイマ 

警告出力タイマ 

ワーク 

判定 

作業開始 

警告出力 

判定 

１本目の締付判定 

警告出力 

ワーク 
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Ｗ．ＳＥＬ．ＩＮＰＵＴ 

・ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ １～４の入力により作業開始となります。 

・設定本数分の締付が完了すると各ＷＯＲＫ №に対応したＣＯＵＮＴ ＯＫを出力（出力時間はＣ

ＯＵＮＴ ＯＫ出力時間にて設定）します。 

・ＷＯＲＫ 切換の入力ＯＦＦ時に設定本数分の締付が完了していなければＣＯＵＮＴ ＮＯＫとな

ります。 

・設定本数分の締め付けが完了する前にＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴの入力がＯＦＦするとＣＯＵＮＴ 

ＮＯＫとなります。 

 

 

 

 

 

 

 
ワークの流れ 

ＮＯＫ 
処理区間 作業区間 

ＣＯＵＮＴ ＯＫ出力 

締付完了 

締付作業 

ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ 入力 ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ 入力 

ＣＯＵＮＴ ＯＫ出力タイマ 

ＣＯＵＮＴ ＯＫ の場合 ＣＯＵＮＴ ＮＯＫ の場合 

判定 
作業開始 

ワーク 
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Ｗ．ＳＥＬ．ＴＩＭＩＮＧ（ＷＯＲＫ Ｎｏ．切り換えタイミング） 

初期値：ＮＯ（タイミング無し） 

・ＷＯＲＫ№１～４共通の設定です。 

設定内容 

ＮＯ（タイミング無し） 

・ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴの入力状態が変化すると即ＷＯＲＫ Ｎｏ．を切り換えます。 

ＹＥＳ（タイミング有り） 

・ＷＯＲＫ Ｎｏ．の切り換えに下記タイミングを設けます。 

①前面パネルＲＥＳＥＴキー入力時 

②ＲＥＳＥＴ端子入力時 

③フロントＯＫランプの消灯時（L.CONT.：TIMER 設定時は COUNT OKタイマのタイムＵＰ） 

 

 

ＥＲＲＯＲ（締付異常時再締付） 

初期値：ＲＥＦＡＳＴＥＮＩＮＧ（再締付開始にて締付ＮＯＫクリア） 

・締付異常発生時ツールの再締付動作を選択します。 

・ＷＯＲＫ№１～４共通の設定です。 

設定内容 

ＲＥＦＡＳＴＥＮＩＮＧ（再締付開始にて締付ＮＯＫクリア） 

・締付異常発生時に再締付開始により異常をクリアします。 

ＮＯ ＲＥ－Ｆ（締付ＮＯＫ ＲＥＳＥＴまで再締付不可） 

・締付異常（初期異常／サイクル異常）発生時に締付ＮＯＫ ＲＥＳＥＴを入力し異常をクリアする

まで次の締付信号を受け付けません。ＴＭ型や標準ツールの場合は異常をクリアするまでＶＡＬ

ＶＥ出力ＯＮ状態となり、次の締付動作を行う事が出来ません。 

 

 

ＣＨＥＣＫ ＢＺ ＶＯＬ．（締付確認ブザー音量） 

初期値：５ 

設定範囲：０～５ 

・締付ＯＫ時やＱＬ入力時などのカウントダウン確認用のブザー音量です。 

０：無音   １：音量小～５：音量大 

・カウントダウン時にブザーをワンパルスＯＮし、カウントＯＫ時にブザーを２パルスＯＮします。 

・ＷＯＲＫ №１～４共通の設定です。 

 

 

ＮＯＫ ＢＺ ＶＯＬ． （ＮＯＫブザー音量） 

初期値：５ 

設定範囲：０～５ 

・締付ＮＯＫやカウントＮＯＫ発生時のブザー音量です。 

０：無音   １：音量小～５：音量大 

・ＷＯＲＫ №１～４共通の設定です。 
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ＫＥＹ ＢＺ ＶＯＬ． （キー確認ブザー音量） 

初期値：５ 

設定範囲：０～５ 

・電源投入時やキー入力時のブザー音量です。 

０：無音   １：音量小～５：音量大 

・ＷＯＲＫ №１～４共通の設定です。 

 

 

ＤＩＳＰＬＡＹ （ＬＣＤ表示内容選択） 

動作モードでのＬＣＤ表示内容を選択します。 

設定値：Ｓｔａｎｄａｒｄ（初期値） 又はＦａｓ．ｔｉｍｅ 

 

 

Ｓｔａｎｄａｒｄ 

・表示内容 

ＷＯＲＫ № 圧力検知状態 現在の圧力値 判定 締付時間 パルス数 

［表示例］ 

 

 

 

 

 

Ｆａｓ．ｔｉｍｅ（Ｆａｓｔｅｎｉｎｇ ｔｉｍｅ） 

・表示内容 

測定画面の表示を締め付け時間のみとし、４行使用して拡大表示を行います。 

［表示例］ 

 

 

 

 

 

 

 

動作モードでも を２秒以上押し続ける事により「Ｆａｓ．ｔｉｍｅ」、 を２秒以上押し続け

る事により「Ｓｔａｎｄａｒｄ」に変更する事ができます。 
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Ｉｎｃｏｍｐｌｅｔｅ Ｊｏｂ（締付中断異常） 

初期値：ＮＯ 

設定内容 

ＮＯ 

・締め付け中断異常を検出しません。 

ＹＥＳ 

・締め付け中断異常の検出を行います。 

・シャトオフツールの場合はシャットオフする前に締め付けを中断した場合に締め付け中断異常と

なります。 

・ＴＭツールの場合はＯＮタイマの動作中に締め付けを中断した場合に異常を検出します。 

締付中断異常検出時の出力状態 

・ＬＣＤ表示：［Incomplete Job Error］と締付時間及びパルス数を相互表示します。 

・ブザー：ＯＮ 

・出力端子：ＦＡＳ．ＮＯＫを出力します。 

異常時の解除方法 

・ＥＲＲＯＲ（締付異常時再締付）をＲＥＦＡＳＴＥＮＩＮＧ（再締付開始にて締付ＮＯＫクリア）

に設定している場合は次の締付動作にて異常をクリアします。 

・ＲＥＳＥＴキー又はＲＥＳＥＴ端子を入力する。 

※関連する設定：ＳＴ．ＤＹＬＡＹ（締付中断異常無効タイマ） 
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ＡＵＴＯＭＡＴＩＣ ＳＥＴ ＵＰ（自動設定） 

ツールで無負荷回転と締付を行いその時の圧力変化から圧力値の設定を自動で行う機能です。 

 

（１）ＳＥＴＵＰ画面にて「ＳＥＮＳＯＲ」を「ＮＯ ＤＩＳＰＬＡＹ」に設定します。 

 

（２）ＡＵＴＯＭＡＴＩＣ ＳＥＴ ＵＰ画面にてツール種類を選択します。 

 

 

 

 

 

①使用するツールを選択し を押します。 

 

（３）無負荷回転時の圧力を測定します。 

 

 

 

 

 

①ツールを２～３秒間無負荷回転させレバーをはなします。 

 （ツール先端からソケットやビットは取り外してから無負荷回転を行って下さい。） 

②コントローラが圧力を読み取ります。 

※0.05MPa 以上の圧力であれば読み取ります。（V1.25より前のバージョンでは 0.1MPa 以上） 

②コントローラが圧力値を読み取るとブザーがＯＮし圧力値を表示します。 

③再度ツールを無負荷回転させると測定をやり直す事が出来ます。 

④圧力値を正常に読み取る事ができれば、 を押します。 

 

（４）打撃時の圧力とシャットオフ時（ＳＨＵＴ－ＯＦＦを選択した場合）の圧力を測定します。 

 

 

 

 

 

①ボルトを着座させた状態から締め付けを行います。シャットオフツールの場合はシャットオフ

するまで締め付けを行って下さい。 

②コントローラが圧力値を読み取るとブザーがＯＮし圧力値を表示します。 

③再測定を行う場合は①に戻り、正常に測定出来ていれば を押します。 

 

（５）設定値を表示します。 

 

 

 

 

 

① にて前の画面（打撃・シャットオフ圧力測定）に戻ります。 

② にて設定値を書き換えＭＥＮＵに戻ります。 

③この画面でも再度締め付けを行うと再計測を行います。 

打撃時の圧力幅 

シャットオフ時の圧力 
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ＴＩＭＥＲ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＩＮＩＴＩＡＬ．Ｅ．［ｍｓｅｃ］（初期異常検出タイマ） 

初期値：０ 

設定範囲：０～９９９９（本機能を使用しない場合は０に設定します） 

機能説明 

・圧力値が締付開始圧に達した時点からタイマがスタートしタイムアップまでにシャットオフ圧設定

値に達した場合に異常を検出します 

・２度締めなどの検出に使用します。 

・ＷＯＲＫ№毎の設定です。 

 

 

ＣＹＣＬＥ．Ｅ．［ｍｓｅｃ］（サイクル異常検出タイマ） 

初期値：０ 

設定範囲：０～９９９９（本機能を使用しない場合は０に設定します） 

機能説明 

・圧力値が締付開始圧に達した時点からタイマがスタートしシャットオフ圧設定値に達する前にサイ

クル異常を検出します。 

・ＷＯＲＫ№毎の設定です。 

 

 

Ｌ．ＣＯＮＴＲ．［ｓｅｃ］（ライン管理タイマ） 

初期値：１００ 

設定範囲：１～９９９ 

機能説明 

・締付本数カウントでタイマ管理を行う際に使用します。 

・ＷＯＲＫ№毎の設定です。 
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ＷＡＲＮＩＮＧ［ｓｅｃ］（警告出力タイマ） 

初期値：０ 

設定範囲：０～９９９ 

・ライン管理タイマのタイムアップ前に警告出力を出したい場合に使用します。 

・ライン管理タイマのタイムアップから警告出力タイマ設定時間前になると警告出力に割り当てた端

子の出力がＯＮとなります。ライン管理タイマのタイムアップ又はカウントＯＫ（ライン管理の判

定）時に警告出力はＯＦＦとなります。 

・ＷＯＲＫ№毎の設定です。 

 

 

ＯＮ［ｍｓｅｃ］（ＯＮタイマ） 

初期値 ：０ 

設定範囲：０～９９９９ 

・ＷＯＲＫ№毎の設定です。 

 

 

ＯＦＦ［ｍｓｅｃ］（ＯＦＦタイマ） 

初期値 ：０ 

設定範囲：０～９９９９ 

・ＷＯＲＫ№毎の設定です。 

 

 

ＯＫ［ｍｓｅｃ］（締付ＯＫ出力タイマ） 

初期値：１０００ 

設定範囲：０～９９９９（０に設定している場合は次の締付開始まで出力を保持します） 

機能説明 

・締付ＯＫ端子の出力時間です。 

・締付ＯＫ出力中に次の締付が開始された場合はタイムアップ前であっても出力をＯＦＦします。 

・ＷＯＲＫ№毎の設定です。 

 

 

ＣＯＵＮＴＯＫ［ｍｓｅｃ］（カウントＯＫ出力タイマ） 

初期値：１０００ 

設定範囲：０～９９９９（０に設定している場合は次の締付工程開始まで出力を保持します） 

機能説明 

・カウントＯＫ端子の出力時間です。 

・カウントＮＯＫ後にカウントＯＫとなった場合は、出力時間は１０００ｍｓｅｃ（１秒間）までと

なります。（設定値が１０００ｍｓｅｃ未満の場合は設定時間に達した時点でＯＦＦします） 

・ＳＥＴ ＵＰのＬ．ＣＯＮＴ．が「ＴＩＭＥＲ」に設定されている場合、ＣＯＵＮＴＯＫ（カウン

トＯＫ出力タイマ）は「０」には設定出来ません。 

・ＷＯＲＫ№毎の設定です。 
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１－ＰＵＬＳＥ［ｍｓｅｃ］（最低パルス幅） 

設定範囲：０～９９９９ 

機能説明 

・パルス検出用のタイマです。 

・パルスの立ち下がり時間が１－ＰＵＬＳＥ以上の場合にパルスと判断します。 

・自動設定にて設定を行うか、又はパソコンにて受信した波形を参考に設定して下さい。 

※パルス時の空気圧力変動の少ないツール（小型のツールなど）を使用している場合や、ワークなど

の条件によってはパルスを検出する事ができない場合があります。 

 

 

ＱＬ ｔｉｍｅ［ｍｓｅｃ］（ＱＬレンチチャタリング防止タイマ） 

設定範囲：０～９９９９ 

機能説明 

・ＱＬレンチを使用した際チャタリングを起こし、一回のＱＬ入力で２回以上カウントしない為の設

定です。 

・ＱＬ端子の入力がＯＦＦしてから設定時間以内に再度入力がＯＮしてもカウントダウン行いません。 

・ＷＯＲＫ№毎の設定です。 

 

 

ＳＴ．ＤＥＬＡＹ［ｍｓｅｃ］（締付中断異常無効タイマ） 

設定範囲：０～９９９９ 

機能説明 

・締め付けを開始してからタイマの動作中は締め付け中断異常の検出を行いません。 

・ＣＮタイプのコントローラ使用時、締付中断異常検出機能を使用する際に、レバーＯＮ時のエアー

圧の跳ね上がりによって着座前に打撃時以上の圧力に達してしまい跳ね上がり後に締め付け中断異

常を検出してしまう場合がある為、跳ね上がり分から着座するまでの時間は異常を検出しない様に

設定します。 

・設定用ソフトによる締め付け時の圧力波形取りを行い、タイマ設定値を決定して下さい。 

※関連する設定：ＳＥＴＵＰ画面「Ｉｎｃｏｍｐｌｅｔｅ Ｊｏｂ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＨＵＴ－ＯＦＦ 

ＢＬＯＷ ＳＴＡＲＴ 

この様な圧力波形の場

合、タイマ未設定では正

常な締め付けでも締付

中断異常を検出してし

まいます。 

ＳＴ．ＤＥＬＡＹ設定時間 

レバーＯＮ時の 

圧力飛び跳ね 
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ＴＥＲＭＩＮＡＬ ＡＬＬＯＣＡＴＩＯＮ（端子台入出力内容選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）端子台入力内容選択 

・入力用の端子台ＩＮ１～６で使用する入力信号の選択を行います。 ※全ＷＯＲＫ№共通設定です 

 

初期値 

ＩＮ１：ＬＳ１ ＩＮ２：ＲＥＳＥＴ         ＩＮ３：ＮＯＫ ＲＥＳＥＴ 

ＩＮ４：ＱＬ  ＩＮ５：ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ Ａ   ＩＮ６：ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ Ｂ 

 

設定値 （下記のなかから６点選択します） 

●ＬＳ１    ●ＬＳ２    ●ＬＳ３    ●ＲＥＳＥＴ  

●ＮＯＫ ＲＥＳＥＴ  ●ＱＬ  ●ＰＡＳＳ  

●Ｗ．ＳＥＬ．Ａ   ●Ｗ．ＳＥＬ．Ｂ  

●Ｗ．ＳＥＬ．１ ～ Ｗ．ＳＥＬ．４  ●ＰＳ  ●ＱＬ１ ～ ＱＬ４ 

 

入力信号内容 

ＬＳ１ ＬＳ２ ＬＳ３ 

・リミットスイッチ１～３。ライン管理用の入力です。ライン管理の詳細は（Ｐ１６～１９） 

・コンベアからの信号やリミットスイッチを接続します。 

ＲＥＳＥＴ 

・カウント残数／判定、締付判定などすべてクリアします。電源投入時の状態になります。 

ＮＯＫ ＲＥＳＥＴ 

・締付異常のクリア。初期異常やサイクル異常など締付に関する異常をクリアします。 

ＱＬ 

・ツールの故障や締め忘れが発生した場合に、マイクロスイッチ付きトルクレンチをＱＬ端子に接

続して締め付けを行う事により、締付残数をカウントダウンできます。 

複数割付を行っても同時に入力された場合に受け付けることができません。複数の割付を行う場

合はＱＬ１～ＱＬ４を設定しご使用下さい。 

・作業区間に関係無くカウントダウンします。 

ＰＡＳＳ 

・ＰＡＳＳを入力する事により強制的にＣＯＵＮＴ ＯＫとなります。 
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ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ Ａ  ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ Ｂ（W.SEL.1～W.SEL.4 との同時使用不可） 

・ＷＯＲＫ №選択用の入力です。入力２点で４種類のＷＯＲＫを切り換えする場合に使用します。 

・ＷＯＲＫ№選択方法 

 

 

 

 

 

 

ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ １～４（W.SEL.A，W.SEL.B との同時使用・割付不可） 

・ＷＯＲＫ №選択用の入力です。入力４点で４種類のＷＯＲＫを切り換える場合に使用します。 

・ＷＯＲＫ№選択方法 

 

 

 

 

 

 

ＰＳ 

・空電リレーからの信号入力用です。 

ＱＬ１ ～ ＱＬ４ 

・ＱＬレンチやＵＤＢＰ－Ｔ（ＲＦ）／ＴＡ（Ｚ）などを複数台使用する場合に設定します。 

・ＱＬ１～ＱＬ４それぞれに COUNT（締付本数）の設定やＣＯＵＮＴ ＯＫの出力が可能です。 

・ＳＥＮＳＯＲをＱＬに設定する事で使用可能となります。 

 

 

（２）端子台出力内容選択 

・出力用の端子台ＯＵＴ１～５で使用する出力信号の選択を行います。 

・ＷＯＲＫ№１～４共通の設定です。 

 

初期値 

ＯＵＴ１：ＣＯＵＮＴ ＯＫ 

ＯＵＴ２：ＣＯＵＮＴ ＮＯＫ 

ＯＵＴ３：ＯＫ  （締付 ＯＫ） 

ＯＵＴ４：ＮＯＫ （締付 ＮＯＫ） 

ＯＵＴ５：ＢＵＺＺＥＲ （ブザー用出力） 

 

設定値 （下記のなかから５点選択します） 

●ＣＯＵＮＴ ＯＫ  ●ＣＯＵＮＴ ＮＯＫ ●ＯＫ    ●ＮＯＫ   

●ＢＵＺＺＥＲ    ●ＷＡＲＮＩＮＧ 

●Ｗ．１．Ｃ．ＯＫ ●Ｗ．２．Ｃ．ＯＫ ●Ｗ．３．Ｃ．ＯＫ ●Ｗ．４．Ｃ．ＯＫ 

●ＣＹＣＬＥ ＣＯＵＮＴ １ ●ＣＹＣＬＥ ＣＯＵＮＴ ２ 

●ＰＵＬＳＥ ＮＯＳ．１   ●ＰＵＬＳＥ ＮＯＳ．２ 

●ＱＬ１ Ｃ．ＯＫ ●ＱＬ２ Ｃ．ＯＫ ●ＱＬ３ Ｃ．ＯＫ ●ＱＬ４ Ｃ．ＯＫ 

 

ＷＯＲＫ Ｎｏ． 
ＷＯＲＫＳＥＬＥＣＴの入力状態 

Ａ Ｂ 

１ ＯＦＦ ＯＦＦ 

２ ＯＮ ＯＦＦ 

３ ＯＦＦ ＯＮ 

４ ＯＮ ＯＮ 

ＷＯＲＫ Ｎｏ． 
ＷＯＲＫＳＥＬＥＣＴの入力状態 

１ ２ ３ ４ 

１ ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ 

２ ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ 

３ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ 

４ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ 
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出力信号内容 

ＣＯＵＮＴ ＯＫ 

・ＣＯＵＮＴ ＯＫの外部出力です。 

・出力時間はカウントＯＫ出力時間タイマにより設定します。 

ＣＯＵＮＴ ＮＯＫ  

・ＣＯＵＮＴ ＮＯＫの外部出力です。判定までに設定本数分の締付を行う事が出来なかった場合に

出力します。 

・ＣＯＵＮＴ ＮＯＫの間は出力します。 

・締付残数分の締付を行うかＰＡＳＳによりＯＫにする又はＲＥＳＥＴ入力によりＮＯＫをクリア

するまで出力します 

ＯＫ 

・締付 ＯＫの外部出力です。 

・出力時間は締付ＯＫ出力タイマにより設定します。 

ＮＯＫ（締付ＮＯＫ） 

・初期異常又はサイクル異常時に出力します。 

・再締付により締付ＯＫとなるか、ＲＥＳＥＴ又は締付ＮＯＫ ＲＥＳＥＴにより異常をクリアする

まで出力します。 

ＢＵＺＺＥＲ（ブザー用出力） 

・外部にブザーを取り付ける際に使用します。 

・本体のブザーと同じタイミングで出力をＯＮします。キー入力確認のブザーは出力しません。 

ＷＡＲＮＩＮＧ（警告出力） 

・警告出力タイマのタイムアップからＣＯＵＮＴＯＫ又はライン管理タイマのタイムアップまで出

力します。 

Ｗ．※．Ｃ．ＯＫ （ＷＯＲＫ ※ ＣＯＵＮＴ ＯＫ）  ※：１～４ 

・各ＷＯＲＫ Ｎｏ．毎にＣＯＵＮＴ ＯＫの出力が必要な場合に使用します。 

ＣＹＣ．ＣＯＵＮＴ １／２  ＰＵＬＳ．ＮＯＳ． １／２ 

・サイクルカウント又は累積パルス数が Tool management のＯＵＴ ＳＥＴで設定した値に達する

と出力します。 

ＱＬ１ Ｃ．ＯＫ ／ＱＬ２ Ｃ．ＯＫ／ＱＬ３ Ｃ．ＯＫ／ＱＬ４ Ｃ．ＯＫ 

・入力端子にＱＬ１～ＱＬ４を割付使用した場合の各ＣＯＵＮＴ ＯＫ出力です。 

・使用する場合はＳＥＴＵＰ画面のＳＥＮＳＯＲをＱＬに設定して下さい。 
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ＷＩＲＩＮＧ ＤＩＡＧＮＯＳＩＳ（端子台配線診断） 

 

ＵＴＭ－１５００の入力端子台に接続された外部配線の入出力状態のモニタ、出力端子台の強制出

力により配線の確認を行います。 

プログラムモードにて本画面に入った場合は、ＩＮ端子のモニタ及びＯＵＴ端子の強制出力となり、

モニタモードではＩＮ端子／ＯＵＴ端子共にモニタとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）入力配線診断 

・端子台に入力されていない場合表示は「○」となります。 

・端子台に入力を行うと「●」となります。 

 

 

（２）出力配線診断 

・ により端子を選択します。選択されている端子は「－」で表示します。 

・ を押すと選択されている出力端子のＯＮ／ＯＦＦが切り替わります。 

・ＷＩＲＩＮＧ ＤＩＡＧＮＯＳＩＳ画面に入ると、最初の状態ではＯＵＴ１～６はＯＦＦ「○」、   

ＶＡＬＶＥはＯＮ「●」となります。 

※モニタモードでは入出力のモニタ画面となり、強制出力は行わず、現在の入出力状態のモニタを行

う事が出来ます。 

 

 

表示内容 

１～６：端子台番号（ＩＮ１～６・ＯＵＴ１～５） 

Ｖ：ＶＡＬＶＥ端子 

○：端子の入力又は出力状態がＯＦＦ 

●：端子の入力又は出力状態がＯＮ 
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ＭＥＭＯＲＹ 

 

 

 

 

 

ＷＯＲＫ 

により下のＤＩＳＰＬＡＹにて表示するＷＯＲＫ Ｎｏ．を１、２，３，４，ＡＬＬの中

から選択します。  

ＡＬＬを選択するとＷＯＲＫ １～４ のデータをまとめて表示します。 

（ ）内の数値はデータ数です。 

ＤＩＳＰＬＡＹ 

表示する内容を選択します。 

ＤＡＴＡ    ：記憶しているデータの値を表示します。 

 

 

 

 

 

ＡＮＡＬＳＩＳ ：平均値やシグマなどの値を表示します。 

・ にて上のＷＯＲＫで選択したＷＯＲＫ№の、ＤＩＳＰＬＡＹで選択した内容を表示します。 

 

 

 

 

 

ＥＲＡＳＥ 

によりメモリデータを消去するＷＯＲＫ Ｎｏ．を１、２，３，４，ＡＬＬ（１～４全て）

の中から選択します。  

にて選択したＷＯＲＫ №のメモリデータを消去します。 

ＤＡＴＡ画面にて１件ずつの消去も可能です。 

 

 

ＢＡＵＤ ＲＡＴＥ（通信速度） 

 

 

 

 

設定用パソコンとの通信速度を設定します。 

初期値：３８４００［ｂｐｓ］ 

設定値：１９２００、３８４００、５７６００、１１５２００、 
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Ｔｏｏｌ ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ（ツール管理） 

 

サイクルカウント又は累積パルス数が設定した値に達するとＬＣＤ表示、ブザー、端子台出力により

ツールのメンテナンス時期を知らせる為の機能です。 

サイクルカウント：使用しているツールの現在までの総締付本数。 

ＬＣＤ画面表示は「ＣＹＣ．ＣＯＵＮＴ」 

累積パルス数  ：使用しているツールの現在までの総パルス数。 

ＬＣＤ画面表示は「ＰＵＬＳ．ＮＯＳ．」 

 

 

 

 

 

 

（１）ＴＯＯＬ 

ツール識別用の№や型式などの入力を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

入力方法 

・３、４行目の数値、アルファベット、スペース、「－」「．」に矢印キーでカーソルを合わせ を

押すと２行目ＴＯＯＬのカーソル位置に文字が入力されます。 

・ＲＥＳＥＴキーにより「ＴＯＯＬ」の右端の文字が１文字削除されます。 

・ＥＮＤにカーソルをあわせ にて Tool management のＭＥＮＵ画面に戻ります。 

・文字数は最大１５文字までです。 

 

（２）ＯＵＴ ＳＥＴ 

メンテナンスなどを行うサイクルカウント、累積パルス数の設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＣＹＣ．ＣＯＵＮＴ１：サイクルカウント１ 

ＣＹＣ．ＣＯＵＮＴ２：サイクルカウント２ 

設定範囲：０～９９９９９９ 本 

ＣＹＣ．ＣＯＵＮＴ１＜ＣＹＣ．ＣＯＵＮＴ２と設定し、ＣＹＣ．ＣＯＵＮＴ１でツールの点検を行

い、ＣＹＣ．ＣＯＵＮＴ２でツールを交換するなどの様に使用します。 

使用しない場合は「０」に設定します。 

E
N：ＥＮＤ 

スペース 
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ＰＵＬＳ．ＮＯＳ．１：累積パルス数１ 

ＰＵＬＳ．ＮＯＳ．２：累積パルス数２ 

設定範囲：０～９９９９９９９ パルス 

ＰＵＬＳ．ＮＯＳ．１＜ＰＵＬＳ．ＮＯＳ．２と設定し、ＰＵＬＳ．ＮＯＳ．１でツールの点検を行

い、ＰＵＬＳ．ＮＯＳ．２でツールを交換するなどの様に使用します。 

ツールの型式や使用状況、ツールと圧力センサの距離などによりパルス数を検知できない場合があり

ます。 

使用しない場合は「０」に設定します。 

 

サイクルカウント又は累積パルス数が設定値に達した場合の出力内容   

①画面表示 

 

 

 

 

 

 

・「Ｐ１：● Ｐ２：○」の右に「ＣＹＣ．ＣＯＵＮＴ１」や「ＰＵＬＳ．ＮＯＳ．２」と点滅表

示します。（表示メッセージはパソコンから変更可能）  

・ＣＹＣ．ＣＯＵＮＴとＰＵＬＳ．ＮＯＳ．の出力が重なった場合はＣＹＣ．ＣＯＵＮＴとＰＵＬ

Ｓ．ＮＯＳ．の表示メッセージを交互に表示します。 

②ブザー 

・ＣＹＣ．ＣＯＵＮＴ１、ＰＵＬＳ．ＮＯＳ．１に達した時は、 を押すまで１秒間ＯＮ１秒間

０ＦＦを繰り返します。 

・ＣＹＣ．ＣＯＵＮＴ２、ＰＵＬＳ．ＮＯＳ．２に達した時は、 を押すまでＯＮします。 

 

③端子台出力 

ＴＥＲＭＩＮＡＬ ＡＬＬＯＣＡＴＩＯＮで端子台の出力内容に下記項目を設定するとサイクルカウ

ント、累積パルス数が設定値に達した時点で出力を行います。 

 

ＣＹＣＬＥ ＣＯＵＮＴ １  

ＣＹＣＬＥ ＣＯＵＮＴ ２ 

ＰＵＬＳＥ ＮＯＳ．１    

ＰＵＬＳＥ ＮＯＳ．２ 
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（３）ＣＵＭＵＬＡＴＩＶＥ ＣＯＵＮＴ  

サイクルカウント、累積パルス数の現在値の表示およびクリアを行います。 

 

 

 

 

ＣＹＣ．ＣＯＵＮＴ：サイクルカウントの現在値 

ＰＵＬＳ．ＮＯＳ．：累積パルス数の現在値 

ＣＬＥＡＲ：サイクルカウント及び累積パルス数のクリア 

・ＣＬＥＡＲを選択すると下記画面に移ります。 

・ＹＥＳを選択するとサイクルカウント及び累積パルス数の現在値をクリアしＣＵＭＵＬＡＴＩＶＥ 

ＣＯＵＮＴ画面に戻ります。 

・ＮＯを選択するとクリアせずＣＵＭＵＬＡＴＩＶＥ ＣＯＵＮＴに戻ります。 
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圧力値設定方法 

自動設定を使用しない場合の圧力値設定方法 

 

（１）シャットオフツール（ＴＭ）使用時の設定方法 

・ツールを接続します。 

・ キーを３秒以上押し、「ＭＥＮＵ」画面に入ります。 

・「ＳＥＴ ＵＰ」画面で「ＴＯＯＬ」を「ＳＨＵＴ－ＯＦＦ ＴＹＰＥ」に設定します。 

・「ＳＥＮＳＯＲ」を設定します。「ＮＯ ＤＩＳＰＬＡＹ」に設定します。 

・ キーで「ＭＥＮＵ」に戻り、もう一度 で測定画面に戻ります。 

・測定画面で無負荷回転時、打撃時、シャットオフ時の圧力を読む 

・「ＳＥＴ ＵＰ」で「ＢＬＯＷ ＳＴＡＲＴ」を無負荷回転時と打撃時の間に設定します。 

・「ＳＨＵＴ－ＯＦＦ」を打撃時とシャットオフ時の間に設定します。 

・測定画面にて動作を確認します。 

 

 

（２）ＴＭ型ツール使用時の設定方法 

■■■■・ツールを接続します。 

■■■■・ を３秒以上押し、「ＭＥＮＵ」画面に入ります。 

■■■■・「ＳＥＴ ＵＰ」画面で「ＴＯＯＬ」を「ＴＭ ＴＹＰＥ」に設定します。 

■■■■・「ＳＥＮＳＯＲ」を設定します。 

■■■■・ で「ＭＥＮＵ」に戻り、もう一度 で測定画面に戻ります。 

■■■■・測定画面で無負荷回転時、打撃時の圧力を読む 

■■■■・「ＳＥＴ ＵＰ」で「ＬＥＶＥＲ ＯＮ」を無負荷回転時より低い圧に設定します。 

■■■■・「ＢＬＯＷ ＳＴＡＲＴ」を無負荷回転時と打撃時の間に設定します。 

■■■■・測定画面にて動作を確認します。 

 

 

（３）標準ツール使用時の設定方法 

■■■■・ツールを接続します。 

■■■■・ を３秒以上押し、「ＭＥＮＵ」画面に入ります。 

■■■■・「ＳＥＴ ＵＰ」画面で「ＴＯＯＬ」を「ＮＯＮ－ＳＨＵＴ ＴＹＰＥ」に設定します。 

■■■■・「ＳＥＮＳＯＲ」を設定します。 

■■■■・ で「ＭＥＮＵ」に戻り、もう一度 で測定画面に戻ります。 

■■■■・測定画面でツール停止時、無負荷回転時、打撃時の圧力を読む 

■■■■・「ＳＥＴ ＵＰ」で「ＬＥＶＥＲ ＯＮ」をツール停止時と打撃時の間に設定します。 

■■■■・「ＢＬＯＷ ＳＴＡＲＴ」を無負荷回転時と打撃時の間に設定します。 

■■■■・測定画面にて動作を確認します。 
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アナログ出力 

 

 

圧力波形測定方法 

メモリーハイコーダやメモリスコープ等にてエア圧力波形測定を実施する場合の測定方法を下

記に示します。 

 

①設定値が正しく設定されているか確認します。 

ＳＥＴ ＵＰ画面のＳＥＮＳＯＲがＮＯ ＤＩＳＰＬＡＹ（専用の圧力センサ又は圧力サ

ンサ内蔵のコントローラを使用している場合）又はＤＩＳＰＬＡＹ（市販のデジタル圧力

センサ）に設定され、接続されている圧力センサと設定が一致しているか確認して下さい。 

 

②波形測定機器をＵＴＭ－１５００のＡＮＡＬＯＧ ＯＵＴ端子に接続します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

③圧力波形測定を実施して下さい。 
 
 
 

ＡＮＡＬＯＧ ＯＵＴ端子 

 
圧力センサからの信号をリアルタイムでアナログ出力します。 

 
 １）ANALOG OUT 端子出力電圧値からの圧力値換算方法 
 
 
 

※出力電圧：0.0Mpa時 0.5V ～ 1.0Mpa時 4.5V 
 
 ２）ANALOG OUTOUT 端子について 

プラグサイズ    ：ＪＩＳ Ｃ６５６０小型単頭プラグφ３．５×１５ 
 

圧力値[ＭＰａ] ＝ （出力電圧－０．５Ｖ）× ０．２５ 

ＪＩＳ Ｃ６５６０小型単頭プラグφ３．５×１５ 

メモリハイコーダ 等 



 45 

異常 

 
 

締付に関する異常表示 

 

 

初期異常 

 

 

 

 

 

【内容】 

・２度締め、カジリなど 

・圧力値が BLOW START 設定圧（締付開始）に達した時点から TIMER の INITIAL E.タイマがスタ

ートしタイムアップまでに SHUT－OFF 設定圧（シャットオフ）に達した場合に異常を検出しま

す 

【対処】 

・締め直し。 

・２度締め、カジリなどのチェック。 

・ボルト・ワークの確認。 

・BLOW START 設定値・SHUT－OFF設定値のチェック。 

・締め付けが正常であれば INITIAL E.設定値の見直し。正常締付時の締付時間を参考にタイマ設定

を行います。 

・異常検出を使用しない場合は INITIAL E.を０に設定する。 

 

 

サイクル異常 

 

 

 

 

 

【内容】 

・ツールの能力低下 

・ボルト・ソケット外れ 

・ツールの空回し 

・圧力値が BLOW START 設定圧（締付開始）に達した時点から CYCLE E.タイマがスタートしタイ

ムアップしてもシャットオフ圧設定値に達していない場合サイクル異常を検出します。 

【対処】 

・締め直し 

・カジリなどのチェック 

・ボルト・ワークの確認。 

・締め付けが正常であれば CYCLE E.設定値の見直し。正常締付時の締付時間を参考にタイマ設定を

行います。 

・異常検出を使用しない場合は CYCLE E.を０に設定する。 

 

 

相互表示 

相互表示 
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パルス上限異常 

 

 

 

 

 

【内容】 

・ツールの能力低下 

・パルス数計測値が UPPER PULSE No.設定値を上回った。 

【対処】 

・締め直し 

・カジリなどのチェック 

・ボルト・ワークの確認。 

・締め付けが正常であれば UPPER PULSE No.設定値の見直し。正常締付時のパルス数を参考に設

定を行います。 

・異常検出を使用しない場合は UPPER PULSE No.を０に設定する。 

 

 

 

パルス下限異常 

 

 

 

 

 

【内容】 

・２度締め、カジリなど 

・パルス数計測値が設定値に達する前にツールがシャットオフした。 

【対処】 

・締め直し。 

・２度締め、カジリなどのチェック。 

・ボルト・ワークの確認。 

・BLOW START 設定値・SHUT-OFF設定値のチェック。 

・締め付けが正常であれば LOW PULSE No.設定値の見直し。正常締付時のパルス数を参考に設定

を行います。 

・異常検出を使用しない場合は LOW PULSE No.を０に設定する。 

 

 

 

 

相互表示 

相互表示 
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締付中断異常 

 

 

 

 

 

【内容】 

・シャットオフ前に締め付けを中断した。 

【対処】 

・締め直し。 

・ボルト・ワークの確認。 

・BLOW START 設定値・SHUT-OFF設定値のチェック。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相互表示 
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故障が考えられる異常表示 

 

 

ＲＡＭ異常 

 

 

 

 

【内容】 

・基板上のＲＡＭが何らかの原因で故障あるいは異常動作を行っている。 

【対処】 

・電源再投入にて再度異常が発生する場合はコントローラ本体を交換して下さい。 

・ キーにて異常表示をクリアすれば使用は可能です。 

 

 

 

ＲＯＭ異常 

 

 

 

 

【内容】 

・基板上のＲＯＭが何らかの原因で故障あるいは異常動作を行っている。 

【対処】 

・電源再投入にて再度異常が発生する場合はコントローラ本体を交換して下さい。 

・ キーにて異常表示をクリアすれば使用は可能です。 

 

 

 

 

 

ＥＥＰＲＯＭ異常 

 

 

 

 

【内容】 

・設定値を変更した際、基板上ＥＥＰＲＯＭへ設定値を書き込む際の書き込み異常 

【対処】 

・コントローラ本体を交換して下さい。 

・ キーにて異常表示はクリアされますが設定値が正しく書き換わっていない可能性があります。 
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その他の異常動作 

 

 

 

【現象】 

・エア圧力値が表示されない。 

【原因】 

・SENSOR が RELAY BOX に設定されている。 

【対処】 

・SENSOR を NO DISPLAY に設定する。 

 

 

【現象】 

・圧力値に小数点が表示されない。 

【原因】 

・本体内部基板上のＡ／Ｄ回路の故障が考えられます。 

【対処】 

・コントローラ本体を交換して下さい。 

・故障の原因として圧力センサケーブルの短絡などが考えられますのでケーブルもチェックして下

さい。 

 

 

【現象】 

・ＡＵＴＯＭＡＴＩＣ ＳＥＴ ＵＰ（自動設定）ができない。 

【原因】 

・ＳＥＮＳＯＲ設定、又はＴＯＯＬ設定の間違い。 

・ツールの圧力変動が小さい。 

・圧力センサの故障。 

【対処】 

・設定値の見直し。 

・圧力センサ、圧力センサケーブル、コントローラの交換。 

・手動にて設定を行う。 

 

 

【現象】 

・ツールを使用しても圧力表示が変動しない/変動が少ない。 

【原因】 

・圧力センサ内にオイル、ドレンが溜まっている。 

・圧力センサの故障。 

・本体の故障 

【対処】 

・圧力センサを外しオイル、ドレンを取り除く。 

・圧力センサ、本体の交換。 
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【現象】 

・ツールを使用しても圧力表示が「－０．１２」付近のまま変動しない。 

【原因】 

・圧力センサの未接続、故障。 

・圧力センサケーブルの未接続、断線。 

・本体の故障。 

【対処】 

・本体／圧力センサケーブル／圧力センサの接続確認、交換。 

 

 

【現象】 

・ツールを使用していない時の圧力表示が「－０．１２」となる。 

【原因】 

・ＳＥＮＳＯＲにＤＩＳＰＬＡＹを設定している。 

【対処】 

・ＳＥＮＳＯＲの設定をＤＩＳＰＬＡＹからＮＯ ＤＩＳＰＬＡＹに変更して下さい。 

 

 

【現象】 

・ワークセレクトの切り替えができない。 

【原因】 

・W.SEL.TIMINGが YES に設定されている。 

・端子台の割付が間違っている。 

【対処】 

・端子入力により即ワークを切り替えたい場合は W.SEL.TIMING を NO に設定して下さい。 

・端子台の割付内容を確認して下さい。（TERMINAL ALLOCATION 画面） 

 

 

【現象】 

・設定用ソフトとの通信ができない。 

【原因】 

・RS232C ケーブルの間違い。 

・設定用ソフトと UTM-1500本体の通信速度が違う。 

・通信ポートの番号間違い。 

【対処】 

・RS232C ケーブルはストレートケーブルを使用して下さい。 

・設定用ソフトの「環境設定画面」に設定されている通信速度と本体「BAUD RATE 画面」に設定

されている通信速度を合わせて下さい。又は「環境設定画面」の通信速度を「AUTO」に設定し、

設定用ソフトを立ち上げ直して下さい。 

・デバイスマネージャーにてＵＴＭとの接続に使用している通信ポートの番号を確認し、「環境設

定画面」の通信ポートに同じＣＯＭ番号を設定して下さい。 
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関連部品 

 

 

外付け圧力センサＣＰ  

部品コード：８７８－８４５－１ 

・ＵＴＭ－１５００（ＣＮ）にて使用する圧力センサです。 

 

本体組込用圧力センサユニット 

部品コード：９１０－８２２－０ 

・ＵＴＭ－１５００（ＰＳ）に組み込まれている圧力センサです。 

 

本体組込用コネクタユニット 

部品コード：９１０－８２７－０ 

・ＵＴＭ－１５００（ＣＮ）に組み込まれているコネクタです。 

 

空電リレーＣＰ 

部品コード：９０９－８５１－０ 

 

 

圧力センサケーブルＣＰ（５ｍ） 

部品コード：９１０－８３１－０ 

 

 

圧力センサケーブルＣＰ（１０ｍ） 

部品コード：９１０－８３２－０ 

 

圧力センサ延長ケーブルＣＰ（１０ｍ） 

部品コード：９１０－８３４－０ 

・圧力センサケーブルの延長用ケーブルです。 

 

ポリウレタンホース Ｆ－１５０４ 

部品コード：９３５－３５０－０ 

・４φのエアホースです。 

 

ソレノイドバルブＣＰ ＶＰ５４２（Ｒｏ１０） 

部品コード：９１１－０７５－０ 

 

スピコン ＡＳ１００Ｆ－０４ 

部品コード：９０９－４４９－０ 

 

リレー出力専用ケーブルＣＰ 

部品コード：８６３－９０６－１ 

・UZig01 との接続用専用ケーブルです。（３ｍ） 

・リレー１：黒，黒／白 リレー２：茶，茶／白 リレー３：赤，赤／白 リレー４：橙，橙／白 
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お問い合わせは最寄りの各営業所まで 

 

東京営業所 〒108-0074 

東京都港区高輪 3 丁目 20 番 7 号  

TEL:(03)3443-1261 FAX:(03)3447-2078 

e-mail: toei@uryu.co.jp 

仙台事務所 〒981-3132 

仙台市泉区将監 10丁目 32 番 5号 

TEL：（022）771-5622 FAX：（022）771-5623 

e-mail: sendai@uryu.co.jp 

北関東営業所 〒306-0023 

茨城県古河市本町 2 丁目 12番 27 号 

TEL:(0280)31-5255 FAX:(0280)31-5260 

e-mail: kitakan@uryu.co.jp 

神奈川営業所 〒242-0007 

神奈川県大和市中央林間 3 丁目 10 番 5 号 

TEL:(046)275-1651 FAX:(046)275-1628 

e-mail: kanagawa@uryu.co.jp 

豊橋営業所 〒440-0083 

愛知県豊橋市下地町若宮 29-1 

TEL:(0532)54-8311 FAX:(0532)54-8310 

e-mail: toyohashi@uryu.co.jp 

名古屋営業所 〒461-0022 

名古屋市東区東大曽根町 23番 13 号 

TEL:(052)916-2751 FAX:(052)916-2498 

e-mail: nagoya@uryu.co.jp 

トヨタ事務所 〒471-0045 

豊田市東新町 6 丁目 33 番地岡谷ビル 3F 

TEL:(0565)31-5052 FAX:(0565)35-1074 

e-mail: toji@uryu.co.jp 

大阪営業所 〒537-0002 

大阪市東成区深江南 1 丁目 2番 11 号 

TEL:(06)6973-9405 FAX:(06)6981-4368 

e-mail: daiei@uryu.co.jp 

岡山事務所 〒700-0971 

岡山市野田 2 丁目 4 番 1 号 

TEL:(086)245-5302 FAX:(086)245-5312 

e-mail: okayama@uryu.co.jp 

広島営業所 〒733-0025 

広島市西区小河内町 2 丁目 1番 26 号 4 

TEL:(082)292-8421 FAX:(082)291-7163 

e-mail: hiroshima@uryu.co.jp 

九州営業所 〒812-0006 

福岡市博多区上牟田 1 丁目 6番 51 号 

TEL:(092)473-4517 FAX:(092)473-4519 

e-mail: kyusyu@uryu.co.jp 

 


